


15年戦争と日本の医学医療研究会
[bookmark: OLE_LINK22]第44回定例研究会(公開)のご案内
日時 2018年12月16日(日）11:00～13:00
会場 東京大学医学部教育研究棟13階 第6セミナー室
構内地図：http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_02_09_j.html
資料代1000円
特別講演
11:00～13:00
731部隊員・長友浪男軍医少佐の戦中・戦後
加藤哲郎一橋大学名誉教授（政治史、比較政治、現代史）
講演要旨
　旧731部隊員・長友浪男（1913-99）については、戦後1960年代に北海道衛生部長・副知事になり、731戦友会「精魂会」発足時の6人のよびかけ人の一人であったこと以外は、詳しい経歴が分からなかった。731部隊員の戦後を追った私の2冊の著書でも「公務員になった隊員の出世頭」という扱いだった。
　それが最近、二つの方向から戦中・戦後を解明できた。一つは戦医研の成果である「留守名簿」の公開で、東北大医学部卒から731部隊軍医少佐への軍歴が明らかになった。もう一つは旧優生保護法の強制不妊手術が全国一であった北海道の被害者からの告発で、戦後厚生省に潜り込んだ長友が、公衆衛生局精神衛生課長として優生保護法と予算の執行責任者であったことが分かった。
[bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK3]講師のご略歴 
　1947年岩手県生まれ。東京大学法学部卒業。博士（法学）。英国エセックス大学、米国スタンフォード大学、ハーバード大学、ドイツ・ベルリン・フンボルト大学客員研究員、インド・デリー大学、メキシコ大学院大学、早稲田大学大学院政治学研究科客員教授、などを歴任。専攻は政治学・比較政治・現代史。インターネット上で「ネチズン・カレッジ」主宰。著書に『ワイマール期ベルリンの日本人』『日本の社会主義』（岩波書店）、『象徴天皇制の起源』『ゾルゲ事件』（平凡社)、『「飽食した悪魔」の戦後』『731部隊と戦後日本』(花伝社)など多数。 

14:00～15:30
甲第1855部隊考
楊彦君哈爾浜市社会科学院731問題国際研究センター研究員(教授)
講演要旨
　新発見されたさまざまな1855部隊資料について述べます。その資料は主に、153枚のオリジナル写真・『第1855部隊発刊記事』・『北支那防疫給水部・甲第1855部隊留守名簿』・『人員編制表』などです。特にその写真には同部隊の秘匿名また「菊池部隊」・「西村部隊」時の写真が多数あり、これは同部隊の初期歴史研究にとって価値のある資料と考えられます。『留守名簿』と防衛研究所、国立公文書館所蔵史料を照合して研究すると、同部隊の機構設置と人員構成が判明し、同部隊の全体規模・分支機構・隷属関係・活動範囲の認識に資します。『留守名簿』に載せられた佐官・尉官・技師は同部隊の核心管理層です。しかも同部隊の細菌戦・人体実験・防疫給水業務の核心です。彼らの出自は731部隊・陸軍軍医学校・陸軍病院・野戦病院であるという点も新しく判明したところです。同部隊は創立してから拡張までの全過程に731部隊と常に緊密な関係が保持されています。同部隊は日本が企画・準備・実施した細菌戦の一重要構成部分と言えます。
講師のご略歴
1979年生、中国黒竜江省出身、黒竜江大学歴史学部卒業
[bookmark: _Hlk528829704]現職：研究員（教授)・ハルビン市社会科学院七三一問題国際研究センター主任・侵華日軍第七三一部隊罪証陳列館副館長・ハルビン市侵華日軍細菌と毒ガス戦研究会副会長
第9回目ハルビン市突出貢献中青年専門家選評にて同称号受賞
主著：
1. 楊彦君, 譚汝謙『七三一部隊：悪魔の実験室・東方のアウシュビッツ』（英語版),共著. 最初イギリスで出版後, アメリカでも上梓, 2018.
2. 楊彦君『関東軍第七三一部隊実録』（中国語版・英語版・日本語版）単行本, 外文出版社（北京), 2016.
3. 楊彦君編『七三一部隊旧跡調査と研究』中国平和出版社（北京), 2015.
4. 楊彦君主編『関東軍第七三一部隊罪証図録』（中国語版・英語版・日本語版・韓国語版), 五洲伝播出版社（北京), 2015.

15：40～17:30
一般演題
国立公文書館で公開された留守名簿を巡る問題	西山 勝夫（滋賀医科大学）
　第41回定例研究会（2017年3月25日）において「国立公文書館で公開された防疫給水部隊の名簿を巡る問題」を発表して以来、『留守名簿 関東軍防疫給水部』(第1冊、不二出版、2018年8月）刊行に至るまでの経緯、その後閲覧したアジア歴史資料センター所蔵の『留守業務規程』などの留守名簿に関する資料のレビュー結果を報告します。

満鉄衛生研究所血清科　春日忠善の「ペスト研究論文」について　
元・北里研究所春日研究室員　立石昌義
　春日忠善部長のペスト関係論文収録数30編（戦前・戦中・戦後）から、1937年　細菌学雑誌掲載論文「余等の所謂ペスト菌体S．I．F．の尿中排泄に依るペストの尿診断に就いて（ペスト特異免疫元屑に関する研究,其の二）」にみられるS．I．Fの被接種者・満人氏名黒塗りデーターを考察する！

[bookmark: _GoBack]偽満洲国皇宮博物館による100部隊の調査		西山 勝夫（滋賀医科大学）
　2018年10月22日から26日にかけて中国長春市内の偽満洲国皇宮博物館東北倫陥歴史館の関東軍軍馬防疫廠(通称100部隊）の展示準備ならびに関東軍軍馬防疫廠址を調査し、館員らと意見交換を行った結果を報告します。　　　　　
18:00～20:00
 講師を囲んでの懇親会
会場未定、会費現地割前勘定

講演会のご案内
2018年12月20日(木）16:00頃～
主催並に会場: 大阪府保険医協会
七三一部隊旧跡の考古発掘状況紹介
楊彦君哈爾浜市社会科学院731問題国際研究センター研究員(教授)
確定開催時刻その他詳細はhttp://war-medicine-ethics.com/でご確認ください

発行人　西山勝夫（15年戦争と日本の医学医療研究会事務局）
[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: _Hlk529354095]E-mail: warandmedicine＠aol.com   FAX: 075(802)0690　URL: http://war-medicine-ethics.com/
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